20171112レムナント教会1部
違う所属（ヨハネ18:36-37）
世の中で成功したと思われる人がいます。うらやましいでしょう。しかし、皆さんも知らない、隠れている問題を抱えて悩んでいます。むしろ、表に現すことができないので、余計に苦しいかもしれません。また、他の人より優秀でエリートの人々は、自慢できる人生を送っていると思うでしょう。しかし、彼らも人には言えない悩みを抱えて、その知識や学歴などではどうにもならないということで余計に苦しんでいることを、皆さん、覚えていただきたいと思います。

半面、目に見えるように問題がこぼれ出している人もいます。家庭の問題、経済の問題、健康の問題、人間関係の問題、子どもの問題など、様々な問題を抱えて、実際に悲しみ涙を流している人が、私たちのまわりにはたくさんいます。私たちクリスチャンという存在は、現場でそのような人々がどこに答えがあるのか、なにが問題の解決なのか分かっていないので、まことの答えを彼らに正しく伝えることによって、彼らを助けるために遣わされているものです。肩書と関係なく実力と能力と社会的な地位とは一切関係なく、クリスチャンの私たちは現場において必ず勝利するようになっています。人にまことのいのちを与えられ、人を助けるために勝利が与えられるということは、当たり前なことではないでしょうか。そのことを心に覚えていただきたいと思います。
しかし、残念ながら多くのクリスチャンの方々が、決まっている勝利なのに中々、自分のものとして体験することができていません。なぜかと言いますと、何か難しい理由があるわけではありません。現場で人を助けるための存在、クリスチャンの勝利はどこから始まるのかと言いますと、自分が彼らとは根本的に違う存在なのだという意識なのです。その意識を持つところからスタートします。別の言葉で申し上げると、聖なる意識です。実際、多くのクリスチャンが違うという意識が乏しいです。それで、どうすればいいのか、なにが悪いのかということばかり考えるので宗教になってしまいます。クリスチャンはもうすでに勝利者であり、勝利することが決まっているので信じてください。このことさえしっかりすればよいのです。違うよ。私はと。その自覚、意識を持つことです。イエス様が逮捕されてピラトの方に連れてこられて尋問されるときに、罪がないようなのになぜ群衆はこんなにもイエス様を殺しなさいと叫びながら訴えているのかというやりとりをしているときに、イエス様がおっしゃいました。「わたしの国はこの世のものではありません。もしこの世のものであったなら」、一緒だったならば、私の弟子たちが、わたしを彼らに渡すはずがありません。戦ったでしょう。しかし、そういうことをしませんでした。なぜかと言うと、わたしはそこら中にある人と違うから。わたしの所属はまったく違うということをおっしゃいました。ここがポイントです。いま礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さん。私たちは、このイエス様を救い主として信じて受け入れるものです。ですから、私たちも同じことを告白して意識しなければなりません。

そのためにまず信者でない、未信者の人々は、実は世の国に属している人だということを知ることです。未信者の所属がどこなのかを、まず明確にしなければなりません。成功した人もいます。また、ホームレスのような生活をする人もいます。東大を卒業して大蔵省に就職した人もいます。でも、中学も卒業することもできないままやくざの世界に入った人間もいるわけです。いろいろな人間がいるけれども、そういう外見と一切関係なく、未信者の場合は、その所属が、ローマ3：9に書いてあるように、みな罪の下にいると言われています。罪に属しているわけです。性格がとても優しい人間もいます。また、ややこしい面倒くさい性格の人間もいます。しかし、どういう性格なのか関係なく、未信者であればみな罪に属していて、その結果、ローマ3：19、みなが律法の下にあってさばきに屈服するとあります。さばかれるようにさばきの世界に属しているわけです。これが所属です。彼らは知らないでいるでしょうけれども、根本的に属しているところが違うということをしっかりと覚えていないといけません。その結果、ローマ8：2にあるように、死と罪の原理というところに属しているわけです。死と罪の原理、それはどういう意味なのでしょうか。もう滅びる運命を抱えて生きるしかない世界に属しているわけです。未信者の人々は。残念ながら信じたくないし認めたくないでしょうけれども、そういうことで未信者が属しているのは、ヨハネ8：44に書いてあるように、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」悪魔に属しているわけです。一人もそれに気づいていないし、認めたくないでしょうけれども、それが事実です。未信者の所属はそうなっているのです。ですから、ヘブル2：15にあるように、一生、死の恐怖につながれて、死の奴隷になって人生を生きるようになるしかありません。エペソ2：3にも書いてあるように、「生まれながら神の御怒りを受けるべき子ら」として生まれました。生まれながら滅びの運命を抱えて人生を生きていくようになるわけです。なにをどうするか以前の話です。罪のいちばんの特徴が何かというと、聖書が言っているこのような話を真っ向から否定しようとする思いが罪です。自分が罪に属している者だということを決して認めようとしないわけです。罪を抱えているがゆえに。これが未信者の所属です。さばきに属していて、悪魔に属していて、罪に属していて、その結果、滅びの運命に属しているわけです。そういうことも知らずに、みなが頑張ればいいのだろうか、もう少し発展すればいいのだろうか、他の国より核の武器をいっぱい持っていれば安全なのかと思うわけです。どこに属しているのか、根本的な所属がまったくわかっていないがゆえに。

その結果、未信者の結末はどうなるのでしょうか。ヘブル9：27に書いてあるように、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」、死んだ後は、必ず裁かれることが決まっているし、イエス様が再臨なさるときには、未信者のまま死んでしまった場合には、黙示録20：15に書いてあるように、悪魔のために用意されている火の池に投げ込まれるようになるわけです。それが第二の死と言われるものです。これが未信者の結末です。家族のために汗をかいて一生懸命尽くして頑張ったとしても、所属がこういう所属なので結末はそうなるしかありません。ですから、いちばん大切なのは、自分の思い、自分の行動をどのように直すかではなくて、根本的に所属そのものを取り換えないといけないわけです。皆さん、聞いたことがあるでしょう。海賊船のお話です。泥棒の仕事をする海賊船に乗っている限りは、まじめであればあるほど海賊に役に立つようになります。逆に、海賊船に乗っている場合は、病気になって動けないほうがいちばんましかもしれません。船を乗り換えない限りは、その船の中でなにをどうするかというのは、ある意味、まったく意味がありません。これが世の中で使っている言葉で言いますと、運命ということです。その鎖に捕らわれて生きているわけです。生まれたときからそうです。そこでなにかがあって、これがあって、だれかが悪いということで、また心が引っかかって精神的な問題にまで発展したりしますが、よくよく考えてください。根本的にこのように滅びるしかないところに属していたということなのです。これが未信者の世界というものなので、未信者の戦いはどういう戦いなのかというと、最初から自分のための戦いなのです。自分がどうなるのか、自分がうまくいけば幸せ、自分がうまくいかないと不幸。自分しかありません。神様のことは全く考慮せずに、全部が自分です。自分を守るために、自分がうまくいくために、周りがどうなっていても構いません。そういう戦いしかできません。そして、未信者の戦いは、結局は、お金の戦いです。経済的にどうなるのか、生活がどうなるのか、生きていくために必要なことでしょうけれども、それが人生を生きるためのメインテーマではありません。しかし、未信者の場合は、こういう運命に属しているので、戦いはそういうことしかありません。肉のことしか考えることができないのです。それから、未信者は、成功があるかないかということばかり考えて、そのためには手段を選ばないわけです。どういうことをしてでも自分がうまくいかないといけないし、経済的に豊かにならなければいけないし、成功を収めないといけないわけです。そこに競争が生まれ、嫉妬、ねたみが生まれ、相手をつぶすことが生まれ、誹謗中傷みたいなものが生まれたり、それが結局は、戦争に発展していったりするしかないのではないでしょうか。失業者が出るか出ないかということは関係ありません。経済的に計算して有利な方を選んで、人がどうなっても構わないのです。だから、人工知能などを導入しながら、人はどんどん衰退していくようになるでしょう。それが未信者の世界の戦いなのです。そうなるしかありません。なぜでしょうか。未信者は、この世の国のものだからです。それをまず覚えていただきたいと思います。

そして、信者の属しているところ、信者の国は、それと一緒ではないとイエス様がおっしゃっているわけです。信者は、神の国に属している者なのです。同じ飯を食って、同じ職場で仕事をしながら、同じ屋根の下で家族として生きているのですが、信者は所属そのものが根本的に違います。信者の国は、この世のものではなくて神の国であり、神の国に属している存在であることを覚えていてください。ですから、信者の所属は、いままで申し上げました未信者の滅びるしかない運命に属していたところから解放されることです。ヨハネ5：24に、「死からいのちに移っているのです」と言われています。未信者が属しているのは、一言で死そのものです。でも、信者は、いのちに属している者です。どのようにでしょうか。理由は一つしかありません。この悪魔のしわざを打ち壊して、この世の国を打ち壊して勝利なさる唯一の方、キリスト・イエス。そのイエス・キリストが十字架ですべてを完了したと宣言されました。そのイエス・キリストをただ信じて受け入れた一つの理由によって、死からいのちに移っているのです。未信者が属している滅びの世の国から移されて、神の国へと移動されている者です。ですから、信者の所属は、イエス・キリストによって、エペソ2：19にあるように、あなたがたは、もはや異邦人でも神の外側にいる存在でもなく、神の家族だとあります。これが信者の所属です。エペソ2：6には、不思議なことが書かれています。イエス・キリストとともに天の御座に座らせてくださいましたとあります。まだ天国に行っていないのに、イエス様と一緒に天の御座に座っていると言われる存在、つまり、天の御国が所属です。私たちが属しているのは、同じ受験戦争、同じ受験勉強をしているのですが違うのです。教会に通っていながら、聖書を読みながら、ときにはお祈りをささげていながら、自分が根本的に所属そのものが違うという意識がないので、目の前に与えられている勝利が中々、体験できないのです。それでまたなにをすればいいのか、どこが間違っているのか、なにが悪いのかと悩みます。皆さんの過ちや皆さんの今の弱さなどは、一切関係ありません。自分は違うのです。だから、周りから見たときには過ちのように、周りから見たときには失敗のように見えるそのときでも、すべてを働かせて益となる世界に属しているので、何も心配しないでください。ある意味では、その過ちも、その失敗も、後々、神様に用いられるために必要なプロセスなので神様が許されるわけです。特にレムナントがいろいろあるときに、周りからあまり小言を言わないほうがいいのではないでしょうか。だから、レムナントが勇気を出して、思いきり間違いを犯そうと思う理由はないのですが、いま目の前にあることだけで大きなすべてであるかのように、私はだめだ、これでなにが悪いのかといろいろ考えるかもしれません。でも、それがプロセスなのです。大丈夫です。本当の問題は、目の前にあるそれが問題ではなくて、自分が違うのだという意識がないことが問題なのです。イエス・キリストを忘れているから問題です。万引きが問題ではなくて、薬に手を出すことが問題ではなくて、精神的におかしいことが問題ではなくて、周りから見たときに倫理、道徳、ルールを破っていることが問題ではなくて、イエス・キリストを忘れていることが問題ではないでしょうか。ですから、自分が違う存在だという意識が薄れていくし、また忘れていくようになるのです。天の御座、そこが私たちがいるところです。イエス・キリストを受け入れたことに対して、ヨハネ1：12-13を見ると、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられるとあります。その人は、肉によって生まれたのではなくて、神から生まれたものなのだとあります。だから、神様を父と呼ぶ、神の属している者、神の家族なのです。ローマ8：15、この世の霊ではなくて、子としてくださる霊を受けた者です。まったく違います。外見を見て人と比べたり、他のなにかで比較しないでください。根本的に違います。改めてイエス・キリストに目を留めて、イエス・キリストから目を離さないように、イエス・キリストに集中してください。いま皆さんが抱えている問題、課題、悩み事などに捕らわれていないで、イエス・キリストに集中してください。そこにある違う自分をぜひ発見するようにしてください。だから、アバ、父と呼ぶようになる存在です。Ⅰコリント3：16には、あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのかと書かれている、そういう存在です。エペソ1：13には、聖霊を通して証印が押されているとあります。神様が判子を押して、おまえはわたしのものなのだよと宣言していらっしゃるのです。だから、神のものであり、神に属しているわけです。信者は、神の国に属している存在です。そういうことをぜんぶ合わせて、キリストのからだなる教会という表現を使います。キリストが頭であって、それとくっついていて一つになっているからだ、つまり、教会と呼ばれるものなのです。それが神の国に属しているという意味です。

メッセージの前にいつも皆さんと一緒にわかちあう聖書の箇所があります。ヨハネ15：5には、そういうことでイエス様が、わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。そのぶどうの木にくっついている存在です。ぶどうの木に属しているものなのです。ぜひ覚えていてください。一緒に飯を食って、一緒に遊んで、一緒に勉強をしながら、一緒の職場に行って仕事をするからといって、一緒ではないのです。ここが始まりです。ここを正しくスタート切らないと、次からは話が合う話であってもちぐはぐになるしかありません。神様の導き、神様の答えを中々見ることができないでしょう。皆さんは神様の答えを味わい勝利することはもう決まっているのに、ここが欠けているからです。違うのです。違うという意識がしっかりしていないので、結局、未信者と同じ戦いに流されるようになるしかないのではないでしょうか。まず違うという意識です。今朝もそういう話をしましたけれども、いままでホームレスをしていた人がいました。ホームレスはいつも空き缶などを拾いに行くしかありません。その人が、何かの理由で警察官になりました。昨日と今日は違うでしょう。自分が違うという意識を持たないと、警察官なのに空き缶を拾いに行くかもしれません。その戦いはもう終わりました。これからは警察官としての戦いがあるのではないでしょうか。だから、意識がいちばん大切なのです。今まで私たちも未信者の世界、この世の国に属してずっと生きてきたので、それが染み込んでいて、ついついそうなりがちですが、だからこそみことばを握って意識して集中してここで始めようと、ここをスタートにしようと意識してください。私は違うのだと。同じ日本人なのだけれど違うのだと。聖なる意識、自覚。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。結局、ピリピ3：20、私たちの国籍は天にあります。つまり、パスポートが天の御国のパスポートなのです。パスポートによってまったく違ってくるのではないでしょうか。それは私たちの所属が天の御国であるという一番の証拠になるものです。ですから、信者は神の国に属している者です。

だから、信者の結末は言うまでもありません。ルカ16章の金持ちとラザロのお話の中に出ているように、ラザロは乞食なのですが、その金持ちと違って根本的に神の国に属していたので、死んだ後、アブラハムの懐に抱かれていたとあります。つまり、神の御胸に抱かれていたということです。そこが信者の結末です。そして、イエス様が再臨なさるときには、黙示録21章、22章に書いてあるすべての内容、新しい天と新しい地、悲しみも悩みも涙もないそういういまは想像もできない世界が、そういうすばらしい新しい天と新しい地、そこが信者の結末です。この違いを意識して、その違いによって皆さんがプライドを持ち、また、幸せを感じるようにならないといけません。これが信者の所属です。なにをどうするか以前に、根本的に滅びる運命に属している者と、永遠のいのち、神の国に属していることと根本的に違います。だから、信者の戦いは変わります。神の国に属しているとは、一言で申し上げると、何も問題もないし、何も心配しなくて良い十分なところ、希望にあふれる世界ではないでしょうか。この恵みの世界に導き入れられたと言われている者なのです。

ですから、未信者の戦いとは根本から異なっていて、戦いは一つしかありません。なにを食べるか飲むか、自分が成功するかどうかの戦いではなくて、使徒1：8、神様が世界中の人々を助けようと救おうとしていらっしゃるわけです。この世界福音化が信者の戦いです。どうすれば世界福音化ができるか。どうすれば世界福音化に用いられる人生、それと一緒に並んでそのラインに立って歩むことができるのだろうか。極端に申し上げると、私が死んでそのラインに並ぶのであれば死ぬことを選ぶ、そういう戦いです。戦いのテーマは世界福音化以外には何もありません。なぜなら神の国に属している者なので、結末がもう希望のハッピーエンディングとして決まっている者なので、世界福音化というテーマを持って、マタイ6：31-33にあるように、未信者のように何を食べるか何を飲むか何を着るかなどの戦いではなくて、まず第一に神の国と神の義を求めなさい。これが戦いです。神の国と義は何でしょうか。福音宣教、世界福音化のために、神様が望まれることは何でしょうか。なにがそれに有意義な、なにがそれに益になるものなのでしょうかということを問いかけつつ求めていくということです。例えば、そのために私が逮捕されて大変な目にあうことによってその道を歩めるのであれば、パウロのように自ら志願して自分が罪囚になることを選んだわけです。そういう戦いです。
今日、イエス様がおっしゃいました。もしわたしの国が世のものであったならば、あなたがたとそういう戦いをしたでしょう。でも、わたしの国は神の国なので、そういう戦いはしません。十字架にかかる戦い、人のいのちを助けるための戦い、それがイエス様の戦いです。だから、十字架にかかりました。信者の戦いは、自分がうまくいくかいかないか、家族がどうなるか以前に、十字架の福音の奥義が説き明かされるかどうかが戦いです。イエス様が、その次におっしゃいます。37節、わたしが王なのだ。でも、そこら辺の王とは違う。真理をお証しするために世に来たのだ。真理というのは、イエスがキリストで、その他には道はない。だれでもイエスを信じる者は、永遠のいのちを与えられる、これが真理です。これをお証しするために、十字架の奥義、福音の真理が宣べ伝えられ、説き明かされること、それが戦いです。そのために財産が奪われることがあれば、奪われることを選びます。戦いの次元がまったく違います。なぜなのでしょうか。神の国に属しているので、他は何も心配しなくてもいいのです。テーマではありません。これが違うという意味です。受験戦争、なんのためでしょうか。他の人と競争をして、より良い成績によって、より良い大学に入って、より良い会社に就職するために。それが未信者の戦いです。そのために信仰など蹴っ飛ばしてということは言語道断です。私たちの戦いは、たとえ福音の真理が説き明かされることのために学校に行かないほうが正解であれば行かないことを選びます。ただそのためにいまは受験をしなければいけない場合は、受験に最善を尽くして頑張るのです。でも、目標は成績ではありません。違う存在なのですから。ホームレスではなくて、警察官なのだから。滅びの運命に捕らわれて悪魔に属しているそこら中の人間ではなくて、神の国に属している神の家族と言われる永遠のいのちを持っている幸いな最高の祝福の存在なので戦いが違うのです。だから、自分で違うという意識をもって戦いさえ変えればよいのです。パウロはこういうことを言いました。律法のあるものにはあるもののように、ないものにはないもののように、弱いものには弱いもののように、強いものには強いもののように、これが戦いです。自分のプライドを建てるための戦いなどは全部止めました。一つだけ。なぜそうするのか。一人でもたましいが救われることに役に立つのであればそちらを選びますという話です。教会の中でもこのように勧めています。Ⅰコリント6：7などを見ると、教会でお互いに喧嘩して訴えた場合、何の戦いをしているのか。どういう喧嘩なのか。神の国の人でしょう。そうならばだまされなさい。そうならばやられなさい。これが戦いです。ローマ12：14-21を見ると、復讐などしないように、できるだけ平和を保つようにとあります。敵に復讐によってお返ししたりしないようにしましょう。敵の頭に炭火を置くように、これが戦いです。なぜならそこら中の人とは違うのです。神の国に属しているので、福音に、キリストの栄光に役に立つものはどちらなのか。一人でも人々が救われることにつまずきにならないように。だから、戦いは一つしかありません。世界福音化、人を助けるための福音宣教、この戦いの他にはありません。この戦いのためにどうすればいいのかと考えれば正解は導きだされるようになるでしょう。だから、できるだけ自分が正しいと訴えたり喧嘩をしないで譲りなさい。負けなさいと言われているわけです。なぜなら、救いの働きのためです。
最後にイエス様がおっしゃいました。植民地がどうのこうのと言っているときに、それはあなたがたの知ることではない。そういう戦いなどせずに一つだけ、聖霊が臨まれると証人となる。これがあなたがたの戦いなのだ。なぜなら違うのだから。違う意識を持ちなさいということです。

　今週、１週間、これからずっと朝目覚めたときに、まず自分の所属、自分がどこに属しているのか、それを確認して、それを思いきり告白するようにしてください。それから、学校でも職場でも現場に行かれたときには、その現場でまた確認してください。私は違う者だ。私は誰だろう。あの課長とあの係長とあの女性と私は違うのだ。あの教師とクラスメートと私は違うのだということを一回でも確認して、それを心から告白して、だから、今日も勉強を励みますと告白してください。違うから。成功するための勉強ではなくて、違うからです。それを確認できたということがなにを意味するかというと、なにも心配しないようにということです。先ほども申し上げましたように、なにか心配になるようなことがあると、神様の愛の御手だと思っていてください。それを確認して、一つの戦いに集中してください。十字架の福音が自分をとおしてどのようにすれば説き明かされて宣べ伝えられるようになるのだろうか。そのことだけを考えて、それだけに思いを集中するようにしましょう。そして、問いかけてください。どうすればよいでしょうか。何が最善なのでしょうか。なにかがあるたびに十字架の福音が自分をとおして宣べ伝えられるためにどちらがいいのでしょうか、なにが正解なのでしょうかと聞いてみてください。そして、勝手に考えずにみことばに目をとおして見てください。そうすると、そこからどうすればいいのかという答えが必ず与えられるようになります。こうすることによって、皆さんが暴れなくても断食しなくても、必ず現場で神様のみわざを体験するようになります。びっくりおどろくほどのみわざを体験します。それなのに皆がしないのです。なにをしたらよいでしょうか。朝目覚めたら、自分が違うものだということを確認するところからスタートしましょう。そして、現場に行ったら、自分が違うものだということを確認するようにしましょう。違うものだと確認したら、ふざけることが中々難しいから、わざとスルーしてふざけようとしているのでしょうか。ふざけても構いません。ふざける前にまず確認してふざけてください。確認してから。これは必修です。そうならば、どういう戦いが自分の戦いなのかが現れます。そうすると必ず勝利します。皆さんを待っているたましいが現場に多く備えられているからです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス・キリストの血潮によって、滅びるしかない悪魔に属していた地獄の子であった私たちが死からいのちに移されて神の家族であり、イエス様にくっついている者であり、教会であり、天の御国に属していることを感謝いたします。すべての問題が終わり、新しく造りかえられて、すべてが与えられている幸いな者であることを常に確認しつつ、余計な戦いではなくて、神の国の戦いに臨むことができるように。そして、現場に人を生かすための神の勝利を必ず体験するようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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